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研究業績報告

過去のプレート間地震の地震記象、津波波形、地殻変動記録を用いて、過去の海溝型地

震の起こり方を調査した。その結果、海溝型の巨大地震は同じ場所で繰り返し発生してい

る、つまり、アスペリティの位置は時間的に変化しないことが示された。また、海溝沿い

に複数のアスペリティが存在するが、それらはお互いに隙間をもって存在しており、そこ

ではカップリングが弱いということが示された。

図１．（左図）1923 年関東地震の津波数値計算に用いた 6つの小断層モデル(Tanioka and 
Satake, 2006)と（右図）地殻変動データから推定された首都圏を中心とする南関東地域の
すべり欠損分布 (鷺谷・佐藤，2005)。

 史料の精読から歴史地震の際の詳細な震度分布を推定する方法を構築した。そして、こ

の方法を用い、元禄地震時の首都圏および宝永、安政南海地震時の近畿圏におけるピンポ

イント震度マップなどを作成した。

図２．本研究で提案した方法により再現された 1703年元禄地震の房総半島におけるピンポ
イント震度マップ（都司・ほか，2006）。


